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本紙発刊７００号記念

年　６　回

土屋晶さん　　　　受賞
「世界平和」学生論文コンクール

新潟
１年（　　）

『
O
don
tology』

25
年
目
に

最新号の第113巻３号

優秀賞をもつ土屋晶さん

　「
世
界
平
和
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
学
生
論
文
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
本
学
新
潟
生

命
歯
学
部
の
１
年
の
土
屋
晶

さ
ん
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
世

界
の
恵
ま
れ
な
い
地
域
に

　
最
新
号
の
本
年
７
月
発

刊
の
第
一
一
三
巻
三
号
は
、

四
四
八
ペ
ー
ジ
の
大
冊
で
、

レ
ビ
ュ
ー
論
文
５
編
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
論
文
41
編
に
の
ぼ
る
。

新
編
集
長
に
前
田
健
康
客
員
教
授

青
木
隆
幸
先
生
（81）

　
東
海
大
学
医
学
部
教
授
に

　
本
学
の「Odontology

」

は
、
二
〇
〇
一
年
に
邦
文
誌

「
歯
学
」
か
ら
英
文
誌
と

な
っ
た
。
二
〇
一
七
年
か
ら

年
４
号
の
発
刊
と
な
っ
た
。

本
年
で
刊
行
25
年
目
と
な

り
、
わ
が
国
歯
科
大
学
・
歯

学
部
で
唯
一
の
英
文
誌
で
あ

り
、
名
実
と
も
に
国
際
的
な

学
術
誌
と
し
て
高
い
評
価
を

う
け
て
い
る
。

　
編
集
長
は
、
筒
井
健
夫
教

授
、
土
持
眞
教
授
、
新
海
航

一
教
授
、
そ
し
て
本
年
４
月

よ
り
前
田
健
康
客
員
教
授

（
前
新
潟
大
学
歯
学
部
長
）

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
昨
年
二
〇
二
四
年
の
総
投

稿
数
は
、
内
外
八
四
六
稿
に

達
し
、
同
年
の
採
択
率
は

18
％
強
と
な
る
。
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小
学
校
を
作
る
会
」（
新
潟

市
）
が
、
新
潟
県
内
在
住
の

学
生
を
対
象
に
主
催
す
る
。

同
会
は
一
九
九
六
年
か
ら
、

ネ
パ
ー
ル
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
各
国
の
発

展
途
上
地
域
に
、
小
学
校
や

診
療
所
を
寄
贈
す
る
取
り
組

み
を
つ
づ
け
て
い
る
。

　
表
彰
式
は
９
月
６
日
、
新

潟
市
の
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア

シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
、
土
屋
さ

ん
は
「
世
界
平
和
の
た
め
に

私
が
で
き
る
こ
と
」
と
題
す

る
受
賞
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。

　「
私
は
、
健
康
が
平
和
を

築
く
う
え
で
不
可
欠
な
要
素

だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
、
歯
科
医
療
が
担
う
割

合
は
小
さ
く
な
い
。
歯
学
医

療
は
全
身
の
健
康
や
生
活
の

質
に
直
結
し
、
人
々
の
笑
顔

と
安
心
に
貢
献
で
き
る
。

　
現
在
、
私
は
歯
科
医
師
を

目
指
し
、
大
学
で
学
ん
で
い

る
。
そ
ん
な
私
に
と
っ
て

「
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
こ
と
は
決
し
て
遠
い

話
で
は
な
く
、
日
々
何
が
で

き
る
か
を
問
い
、
行
動
し
て

い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
た
と
え
小
さ
な
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
人
の
痛
み
を
和

ら
げ
笑
顔
を
増
や
す
力
に
な

り
た
い
。
そ
れ
が
、
平
和
な

世
界
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な

が
る
は
ず
だ
。

　
世
界
を
変
え
る
の
は
、
決

し
て
特
別
な
人
だ
け
で
は
な

い
、
と
私
は
思
う
。
私
の
よ

う
な
一
学
生
で
も
、
自
分
の

目
の
前
に
い
る
誰
か
の
健
康

と
笑
顔
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
積

み
重
ね
が
、
や
が
て
世
界
の

ど
こ
か
に
起
き
て
い
る
痛
み

を
和
ら
げ
、
争
い
の
な
い
社

会
を
つ
く
る
一
歩
に
な
る
と

私
は
信
じ
て
い
る
。（
要
旨
）

こ
の
た
び

本
紙
「
日

本
歯
科
大
学
新
聞
」
は
、

今
号
で
発
刊
七
〇
〇
号
を

迎
え
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、
終
戦
後
ま
も

な
い
昭
和
23
年
４
月
に
学

生
の
朝
比
奈
敏
行
（
37
回

卒
）
を
編
集
人
と
し
て
創

刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
学
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
歴
代
の
新
聞
部
員
が

編
集
を
担
当
し
、
大
学
・

校
友
・
学
生
を
対
象
と
し

て
、
月
刊
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
版
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
中
原
泉
（
54
回
卒
）
は

３
年
の
時
、
飯
田
晴
彦

（
53
回
卒
）
に
誘
わ
れ
て

入
部
し
、
昭
和
38
年
１
月

の
一
四
九
号
か
ら
編
集
人

と
な
り
ま
し
た
。
翌
２
月

は
、
本
紙
創
刊
一
五
〇
号

で
し
た
。

　
昭
和
45
年
頃
か
ら
入
部

学
生
が
減
り
、
47
年
１
月

の
二
五
七
号
か
ら
、「
新

聞
会
」
と
発
行
者
を
代
え

て
、
月
刊
の
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
の
大
学
報
と
な
り
ま
し

た
。

　
新
聞
会
併
任
で
職
員
の

泉
田
亮
助
、
樋
口
輝
雄
、

現
在
は
本
宮
由
比
子
が
編

集
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
隔
月
で
発
行
部

数
は
約
一
万
部
、
専
任
教

職
員
、
全
国
校
友
会
員
、

校
友
会
員
で
な
い
学
生
保

護
者
等
に
送
付
し
、
本
学

の
報
道
と
記
録
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
大
学
新
聞
と
し
て
は
、

77
年
と
い
う
長
い
歴
史
の

あ
る
本
紙
で
す
。
そ
の
う

ち
中
原
は
64
年
間
を
担
当

し
て
き
ま
し
た
。
毎
号
毎

号
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

取
材
、
記
事
、
割
付
、
校

正
に
精
だ
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
38
年
よ
り

刊
行
し
て
い
る
本
紙
の
縮

刷
版
は
、
令
和
６
年
版
で

62
冊
に
な
り
ま
し
た
。
縮

刷
版
は
、
日
本
歯
科
大
学

の
活
動
を
報
道
し
た
全
紙

面
が
、
そ
の
ま
ま
縮
小
さ

れ
て
、
本
学
の
動
向
と
発

展
の
歴
史
を
記
録
し
て
い

ま
す
。

　
日
本
歯
科
大
学
新
聞
会

会
告

　
本
学
81
回
卒
の
青
木
隆
幸

先
生
は
、
４
月
に
東
海
大
学

医
学
部
の
教
授
に
就
任
し

た
。
専
門
は
外
科
系
口
腔
外

科
学
。

　
先
生
は
平
成
４
年
本
学
を

卒
業
（
81
回
卒
）、
大
学
院

を
修
了
後
、
平
成
14
年
東
海

大
学
医
学
部
助
手
と
な
り
、

講
師
、准
教
授
を
つ
と
め
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２５年（令和７年）１０月３１日 （２）第７００号

錦秋 東京短期大学神楽坂上にシュール・正統・重厚な外観 冬凪

東
京
短
大
内
景

３階　ラウンジ１階　桑田記念館

３階　衛生・実習室 ４階　技工・基礎実習室

　
中
国
口
腔
エ
リ
ー
ト
高
度

研
究
視
察
団
が
、
９
月
24
日

に
生
命
歯
学
部
を
訪
問
し

た
。
菊
池
憲
一
郎
歯
学
部
長

が
22
名
の
視
察
団
に
歓
迎
の

挨
拶
を
し
た
。

　
次
に
柳
井
智
恵
教
授
（
口

腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
診
療
科
）

が
、「
日
本
歯
科
大
学
紹
介

－

伝
統
与
革
新
的
学
府
」

の
本
学
の
紹
介
を
し
た
。

　
続
い
て
肖
黎
准
教
授
（
生

理
学
講
座
）
が
、「
用
干
骨

与
芽
齦
再
生
的
生
物
相
容
性

３
Ｄ
打
印
材
料〈
優
れ
た
生

体
適
合
性
を
示
し
、
骨
形
成

や
歯
肉
組
織
形
成
を
促
進
す

る
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
素

材
〉」
を
講
演
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
本
館
・
100
周

年
館
内
を
見
学
、
駅
前
の
附

属
病
院
へ
移
動
し
、
病
院
内

を
巡
っ
て
見
学
し
た
。

　
お
わ
っ
て
、
菊
池
歯
学
部

長
よ
り
22
名
に
修
了
書
が
授

与
さ
れ
、
３
時
間
半
の
訪
問

を
修
了
し
た
。

中
国
視
察
団

東
京
校
を
見
学

辞
　
　
令

准

教

授

博
士（
歯
学
）
鳥
海
　
　
拓

教
授
に
任
命
す
る
（
新
潟
生

命
歯
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研
究

科
の
担
当
を
命
ず
る
（
硬
組

織
粘
膜
比
較
形
態
学
）

�

８
月
１
日
付

教
　
　
授

博
士（
医
学
）�

佐
伯
　
周
子

生
命
歯
学
部
共
同
利
用
研
究

セ
ン
タ
ー
長
併
任
を
命
ず
る

（
生
命
歯
学
部
生
理
学
講
座
）

�

10
月
１
日
付

　
栃
木
県
那
須
烏
山
市
長
の

川
俣
純
子
先
生
（
第
74
回

卒
）
は
、
10
月
19
日
の
同
市

長
選
に
お
い
て
当
選
し
た
。

先
生
は
同
市
長
３
期
目
と
な

る
。

川
俣
純
子
先
生
３
選

栃
木
那
須
烏
山
市
長
に



（
注
）
一
般
選
抜
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）・

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）
は
，
生
命
歯
学
部
（
東
京
）
と
新
潟
生
命
歯
学
部
共
通
の
試
験
で
行
い
，
併
願
可

能
。

2026
年
度（
令
和
８
） 日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
要
項

試
験
区
分

学
　
　
部

募
集
人
員

出
願
期
間

出
願
場
所

・
試
験
場

試
験
科
目
等

試
験

日

合
格

発
表

手
続

期
限

推
薦

入
学

試
験

新
潟

生
命

歯
学

部
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部
（

東
京

）

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951 -8580 新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
浜
浦
町
1‒8　☎

025‒267‒1500

平
成
29年

11月
21日

㈫
に
本
人
と

高
等

学
校

長
宛
に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る

本
人
に
合
否
通
知
を
速
達
郵
便
で
発
送

新
潟

生
命

歯
学

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
同

日
午

後
４
時

以
降
に
掲

載

英
語
小
テ
ス
ト
，
面
接
試
験
と
も

平
成

2
9
年

1
1
月

1
9
日

㈰

郵
送
・
窓
口
と
も
：

2９
年
10月

８
日
㈬

～
11月

16日
㈭

必
着

 窓
口

受
付

時
間

　１０
：

００
～

１６
：

００

平
成
29年

８
月
28日

㈪
～

９
月

７
日
㈭

平
成
2９
年

９
月
13日

㈬
～

９
月

22日
㈮

平
成
2９
年

1
1
月

８
日
㈬
～

1
1
月
１７

日
㈮

平
成
2９
年

９
月

９
日
㈯

平
成
2９
年

９
月

1
2
日
㈫

平
成
2９
年

1
1
月

５
日
㈰

平
成
2９
年

1
1
月

７
日
㈰

平
成

29年

10月
23日

㈪
～

11月
１
日
㈭

出
願
資
格

（
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

が
必

須
，

昨
年

度
参

加
可

）
・
目

標
を
定
め
そ
の
実

現
の
た
め

に
積

極
的
に
行

動
す
る
こ
と
の

で
き
る
，

目
標

意
識
と
意

欲
の

あ
る
者

・
医

療
人
に
ふ
さ
わ
し
い
高
い
倫

理
観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
本

学
以

外
の

修
学
・
志

望
は

考
え
て
お
ら
ず
、

合
格
し
た

場
合
に
入
学
を
確
約
で
き
る
者

・
そ
の
他
，

高
等

学
校

卒
業

者
と

同
等

以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
等
・
・
・

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）

面
接

試
験（

グ
ル
ー
プ

・
個
人
）

３
）
実
技
評
価

４
）
資
格
取
得
状
況
，
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

な
ど
も
評
価

出
願
資
格
（
公
募
制
）

１
）

平
成
29年

３
月

卒
業

者
並

び
に

平
成

30年
３
月

卒
業

見
込

み
の

者
で

学
業

成
績

が
良

好
で

将
来

歯
科

医
療
を
担
う
者
と
し
て

高
等

学
校

長
が

推
薦

す
る
者

２
）

本
学

へ
の

入
学

の
意

志
を

有
し

,合
格
し

た
場

合
に

入
学
を

確
約

で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
英
語
小
テ
ス
ト

２
）
面
接
試
験

出
願
資
格（

指
定
校
制
・
公
募
制
）

歯
科

医
療

担
当

者
と

し
て
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，

次
の

条
件

を
満

た
す

こ
と
。１
）

平
成
30年

３
月

卒
業

見
込

み
の

者
で
，

将
来

歯
科

医
療
を
担
う
者
と
し
て

高
等

学
校

長
が

推
薦

す
る
者

２
）

本
学

へ
の

入
学

の
意

志
を

有
し

,合
格
し

た
場

合
に

入
学
を

確
約

で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

平
成
29年

11月
14日

㈫
に
本
人
と

高
等

学
校

長
宛
に
合

否
通

知
を
速

達
郵
便
で
発
送
す
る

英
語
小
テ
ス
ト
，小

論
文
，面

接
試
験
と
も

平
成

2
9
年

1
1
月

1
2
日

㈰

郵
送

:29年
11月

１
日
㈬
～
11月

9日
㈭
必
着

窓
口

:28年
11月

8日
㈬

･
11月

9日
㈭

 窓
口

受
付

時
間

　１０
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

１
月
５
日
㈮
～
１
月
25日

㈭
必
着

窓
口
：
30年

１
月
25日

㈭
・
１
月
26日

㈮

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

１
月
11日

㈭
～
１
月
25日

㈭
必
着

窓
口
：
30年

１
月
25日

㈭
・
１
月
26日

㈮

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

２
月
21日

㈬
～
２
月
28日

㈬
必
着

窓
口
：
30年

２
月
28日

㈬
 窓

口
受

付
時

間
　９

：
００

～
１６

：
００

郵
送
：
30年

２
月
21日

㈫
～
２
月
28日

㈬
必
着

窓
口
：
30年

２
月
28日

㈬
 窓

口
受

付
時

間
　９

：
００

～
１６

：
００

日
本

歯
科

大
学

生
命

歯
学

部
（

東
京

）
〒

1
0
2
-8

1
5
9
 
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
１
‒９

‒
2
0
 ☎

0
3
‒
3
2
6
1
‒
8
3
1
1

学
力
試
験
，
面
接
試
験
と
も

平
成

3
0
年

２
月

１
日

㈭

平
成
30年

２
月
４
日
㈰
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

２
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

３
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

３
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

一
般

選
抜

前
期

入
学

試
験

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

利
用

前
期

入
学

試
験

一
般

選
抜

後
期

入
学

試
験

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

利
用

後
期

入
学

試
験

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

面
接
試
験
：
平
成
29年

２
月
５
日
㈪

学
力

試
験

，
面

接
試

験
と

も
平

成
3
0
年

３
月

４
日

㈰
面
接
試
験
：
平
成
30年

３
月
４
日
㈰

学
力
試
験

１
．
英

語
：

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅰ
」

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅱ
」

「
英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国

語
総

合
」（

近
代

以
降

の
文

章
），「

数
学
Ⅰ
・
Ａ
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物

理
基

礎
・
物

理
」，「

化
学

基
礎
・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験

生
本

人
に

対
し
，

個
々

に
行
う

面
接
試
験

　
受

験
生

本
人

に
対

し
，

個
々

に
行
う

（
注
）

　
本
学
が
利
用
す
る
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の

と
お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を

受
験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

「
英
語
」必

須
（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

「
数

学
Ⅰ
・
Ａ
」の

う
ち

か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

「
生
物
基
礎
」の

う
ち
か
ら
，

２
科
目
，ま

た
は
「
物
理
」，「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

※
理

科
（

基
礎

を
付

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
受

験
し

た
場

合
は
，第

１
解

答
科

目
の

み
を

合
否

判
定

に
使

用
す

る
。

「
英

語
」

に
つ

い
て

は
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
は

利
用

し
な

い

面
接
試
験

　
受

験
生

本
人

に
対

し
，

個
々

に
行
う

（
注
）

　
本
学
が
利
用
す
る
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の

と
お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を

受
験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

「
英
語
」必

須
（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

「
数

学
Ⅰ
・
Ａ
」の

う
ち

か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

「
生
物
基
礎
」の

う
ち
か
ら
，

２
科
目
，ま

た
は
「
物
理
」，「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

※
理

科
（

基
礎

を
付

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
受

験
し

た
場

合
は
，第

１
解

答
科

目
の

み
を

合
否

判
定

に
使

用
す

る
。

「
英

語
」

に
つ

い
て

は
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
は

利
用

し
な

い

学
力
試
験

１
．
英

語
：

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅰ
」

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅱ
」

「
英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国

語
総

合
」（

近
代

以
降

の
文

章
），「

数
学
Ⅰ
・
Ａ
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物

理
基

礎
・
物

理
」，「

化
学

基
礎
・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験

生
本

人
に

対
し
，

個
々

に
行
う

平
成

2
9
年

1
1
月

3
0
日

㈭
平

成
2
8
年

1
1
月

2
2
日

㈬
平

成
3
0
年

２
月

1
4
日

㈬
平

成
3
0
年

２
月

1
6
日

㈮
平

成
3
0
年

３
月

1
5
日

㈭
平

成
3
0
年

３
月

1
5
日

㈭

約
1
0
名

（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
8
名

約
8
名

約
5
3
名

約
3
5
名

約
2
0
名

約
1
5
名

約
1
0
名

若
干

名
若

干
名

約
5
名

約
4
0
名

（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

A
O

入
学

試
験

Ⅰ
期

A
O

入
学

試
験

Ⅱ
期

創
立

120
年

（３） 　　　第７００号日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２５年（令和７年）１０月３１日

試
験

区
分

総
合
型
選
抜

Ⅰ
期

総
合
型
選
抜

Ⅱ
期

学
　
校
　
推
　
薦
　
型
　
選
　
抜

一
般
選
抜（
前
期
）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜（
前
期
）

一
般
選
抜（
後
期
）

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜（
後
期
）

学
　

　
部

新
潟
生
命
歯
学
部

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部
（
東
京
）

生
命
歯
学
部（
東
京
）
新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

募
集

人
員

約
2
0
名

約
1
5

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
4
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
5
3

名
約

3
０

名
約

2
0
名

約
1
0
名

約
1
0
名

若
干

名
約

5
名

若
干

名

出
願

期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出

願
で
も
必
要
書
類
の
郵
送
が
必
須
で
す
。
下
記
出
願
期
間
内
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。）

令
和
７
年

1
0
月
１
日

㈬
～

1
0
月
2
0
日

㈪
必

着

令
和
７
年

1
2
月
１
日

㈪
～

1
2
月
1
5
日

㈪
必

着
令
和

7
年
11月

1日
㈯
～
11月

17日
㈪
必
着

令
和

7
年
11月

1日
㈯
～
11月

10日
㈪
必
着

令
和

8
年

1
月

5
日

㈪
～

1
月

22日
㈭

必
着

令
和

8
年

1
月

5
日

㈪
～

1
月

22日
㈭

必
着

令
和

8
年

2
月
13日

㈮
～

2
月
24日

㈫
必
着

令
和

8
年

2
月
13日

㈮
～

2
月
24日

㈫
必
着

書
類

提
出

先
・

試
験

場
日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951-8580 新

潟
県

新
潟

市
中

央
区

浜
浦

町
1
-
8
 ☎

025-267-1500（
代

表
）

日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
（
東
京
）

〒
102-8159 東

京
都
千
代
田
区
富
士
見

1
-
9
-20 ☎

03-3261-8311（
代
表
）

試
験

科
目

等

出
願
資
格

（
�オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
が
必

須
，
昨
年
度
参
加
可
）

・
  目

標
を

定
め

そ
の

実
現

の
た

め
に

積
極

的
に

行
動

す
る

こ
と

の
で

き
る
，
目
標
意
識
と
意
欲
の
あ
る
者

・
  医

療
人

に
ふ

さ
わ

し
い

高
い

倫
理

観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
  本

学
部

以
外

の
修

学
・

志
望

は
考

え
て

お
ら

ず
，

合
格

し
た

場
合

に
は

必
ず

本
学

部
へ

の
入

学
を

確
約

で
き
る
者

・
  そ

の
他

，
高

等
学

校
卒

業
者

と
同

等
以

上
の

学
力

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
者

等
（
詳

細
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
）

選
抜
方
法

１
）
 高
等
学
校
調
査
書

２
）
面
接
試
験

３
）

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

４
）
 資

格
取

得
状

況
，文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

の
分

野
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

も
評

価

出
願
資
格
（
公
募
制
）

１
）
 令

和
７

年
３

月
卒

業
者

並
び

に
令

和
８

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者

で
，

人
物
・

健
康

と
も

に
優

れ
学

業
成

績
が

良
好

で
学
校
長
が
推
薦
す
る
者

２
）
 合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
小
論
文

３
）
面
接
試
験

出
願
資
格
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

　
本

学
の

基
本

理
念

と
教

育
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，
次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

１
）
 令

和
８

年
３

月
卒

業
見

込
み

の
者
で
，
人
物
・
健
康
と
も
に

優
れ
学
校
長
が
推
薦
す
る
者

２
）
 合

格
し

た
場

合
に

入
学

を
確

約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

学
力
試
験

１
．
英
　
語
：

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
」

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
」

「
論
理
・
表
現
Ⅰ
」

を
出
題
範
囲
と
す
る
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数
学
Ⅰ

，
数
学
Ａ
』

の
う
ち
か
ら
，
１
科
目
を
選
択

す
る
。

３
．
理
　
科
：

「
物
理
基
礎
・
物
理
」

「
化
学
基
礎
・
化
学
」

「
生
物
基
礎
・
生
物
」

の
う

ち
か

ら
，

１
科

目
を

選
択

す
る
。

面
接
試
験

受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う
。

面
接
試
験

受
験

生
本
人
に
対
し
，
個
々
に
行
う
。

（
注
）
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科
・

科
目

は
以

下
の

と
お

り
な

の
で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受
験
し
て
お
く
こ
と
。

１
．
 外
国
語
：

『
英
語
』
(リ

ス
ニ
ン
グ
を
除
く
)

必
須
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数

学
Ⅰ
，

数
学
Ａ
』

の
う
ち
か

ら
，
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 国

語
の

配
点

は
110点

を
100

点
に
圧
縮
換
算
す
る
。

３
．
理
　
科
：

『
物
理
基
礎
／
化
学
基
礎
／

 生
物
基
礎
／
地
学
基
礎
』，

『
物
理
』，『

化
学
』，『

生
物
』
の

う
ち
か
ら
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 理

科
に

お
い

て
２

科
目

受
験

し
た

場
合

は
，

第
１

解
答

科
目

の
み

を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

※
 『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎
』

を
選

択
す

る
場

合
は
，「

物
理

基
礎
」「

化
学

基
礎
」「

生
物

基
礎
」

の
う

ち
，

い
ず

れ
か

２
つ

の
出

題
範

囲
を

選
択

す
る
こ
と
。

学
力
試
験

１
．
英
　
語
：

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
」

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
」

「
論
理
・
表
現
Ⅰ
」

を
出
題
範
囲
と
す
る
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数
学
Ⅰ

，
数
学
Ａ
』

の
う

ち
か

ら
，
１

科
目

を
選

択
す
る
。

３
．
理
　
科
：

「
物
理
基
礎
・
物
理
」

「
化
学
基
礎
・
化
学
」

「
生
物
基
礎
・
生
物
」

の
う

ち
か

ら
，

１
科

目
を

選
択

す
る
。

面
接
試
験

受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う
。

面
接
試
験

受
験

生
本
人
に
対
し
，
個
々
に
行
う
。

（
注
）
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

教
科
・

科
目

は
以

下
の

と
お

り
な

の
で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受
験
し
て
お
く
こ
と
。

１
．
外
国
語
：

『
英
語
』
(リ

ス
ニ
ン
グ
を
除
く
)

必
須
。

２
．
国
語
・
数
学
：

『
国
語
』
(近

代
以
降
の
文
章
)，

『
数

学
Ⅰ
，

数
学
Ａ
』

の
う
ち
か

ら
，
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 国

語
の

配
点

は
110点

を
100

点
に
圧
縮
換
算
す
る
。

３
．
理
　
科
：

『
物
理
基
礎
／
化
学
基
礎
／

 生
物
基
礎
／
地
学
基
礎
』，

『
物
理
』，『

化
学
』，『

生
物
』
の

う
ち
か
ら
１
科
目
を
選
択
す
る
。

※
 理

科
に

お
い

て
２

科
目

受
験

し
た

場
合

は
，

第
１

解
答

科
目

の
み

を
合
否
判
定
に
使
用
す
る
。

※
 『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎
』

を
選

択
す

る
場

合
は
，「

物
理

基
礎
」「

化
学

基
礎
」「

生
物

基
礎
」

の
う

ち
，

い
ず

れ
か

２
つ

の
出

題
範

囲
を

選
択

す
る
こ
と
。

試
験

日
令
和

7
年

10月
25日

㈯
令
和

7
年

12月
21日

㈰
小
論
文

，
面
接
試
験
と
も

令
和

7
年
11月

22日
㈯

英
語

小
テ

ス
ト

，
小

論
文

，
面

接
試

験
と

も
令
和

7
年
11月

15日
㈯

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

8
年

2
月

1
日

㈰
面
接
試
験
の
み

令
和

8
年

2
月

8
日

㈰
学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

令
和

8
年

3
月

1
日

㈰
面
接
試
験
の
み

令
和

8
年

3
月

1
日

㈰

合
格

発
表

令
和

7
年

11月
4
日

㈫
令
和

7
年

12月
22日

㈪
令

和
7
年
12月

1日
㈪

に
本

人
と

高
等

学
校

長
宛

に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る
。

令
和

7
年
12月

1
日

㈪
に

本
人

と
高

等
学

校
長

宛
に

合
否

通
知

を
速

達
郵
便
で
発
送
す
る
。

令
和

8
年

2
月

4
日

㈬
12時

，
生
命

歯
学
部
（

東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」を

郵
送
す
る
。

令
和

8
年

2
月
10日

㈫
12

時
，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入

学
手

続
要

項
」

を
郵

送
す

る
。

令
和

8
年

3
月

3
日

㈫
10

時
，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入
学
手
続
要
項
」

を
郵
送
す
る
。

令
和

8
年

3
月

3
日

㈫
10

時
，
生
命

歯
学
部
（
東
京
）
に
掲
示
，
合
格
者
に

「
入

学
手

続
要

項
」

を
郵

送
す
る
。

本
人

に
合

否
通

知
を

速
達

郵
便

で
発

送
す

る
。

手
続

期
限

令
和

7
年

11月
14日

㈮
令
和

8
年

1
月

5
日

㈪
令
和

7
年

1
2
月

1
1
日

㈭
令
和

7
年

1
2
月

1
1
日

㈭
令
和

8
年

2
月

1
3
日

㈮
令
和

8
年

2
月

1
9
日

㈭
令
和

8
年

3
月

1
3
日

㈮
令
和

8
年

3
月

1
3
日

㈮

（
注

１
）

一
般

選
抜

（
前

期
・

後
期

）・
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

利
用

選
抜

（
前

期
・

後
期

）
は

，
生

命
歯

学
部

（
東

京
）

と
新

潟
生

命
歯

学
部

共
通

の
試

験
で

行
い

，
併

願
可

能
。

（
注

２
）『

　 』
は

大
学

入
学

共
通

テ
ス
ト

に
お

け
る

出
題

科
目

を
表

し
，「

  」
は

高
等

学
校

学
習

指
導

要
領

上
設

定
さ

れ
て

い
る

科
目

を
表

し
ま

す
。

ま
た

，『
物

理
基

礎
／

化
学

基
礎

／
生

物
基

礎
／

地
学

基
礎

』
に

あ
る

“
／

  ”
は

，
一

つ
の

出
題

科
目

の
中

で
複

数
の

出
題

範
囲

を
選

択
解

答
す

る
こ

と
を

表
し

ま
す

。

（
注

３
）

上
記

の
情

報
は

予
告

な
く

変
更

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
，

最
新

の
情

報
は

本
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

ご
確

認
く

だ
さ

い
。




